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背景

• リファクタリングは多くの場合バッチで⾏われる

• 現在のリファクタリング⼿法を改善するためには
バッチリファクタリングの知識が必要

• 経験に基づいたバッチリファクタリングの知識を
獲得する研究が少ない
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⽬的
⼆つの観点からバッチリファクタリングを理解
すること。

・ バッチを構成する特性

・ コードスメルに対するバッチの影響
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リサーチクエスチョン
⽬的を達成するために⼆つのリサーチクエス
チョンを設定

RQ1:バッチ特性ごとの出現の割合は？

RQ2:バッチはどのようにコードスメルに影響し
ている？
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コード変換の性質

13あるコード変換をタイプごとにグループした表
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バッチ特性の定量的分析
RQ1:バッチ特性ごとの出現の割合は？
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バッチ特性の定量的分析 結果
RQ1:バッチ特性ごとの出現の割合は？
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バッチ特性の定量的分析 結果
RQ1:バッチ特性ごとの出現の割合は？

半分以上のバッチが2つのコード変換で構成されている

単純なコードスメルに対しては有効であるかもしれないが私たちの研究で検討
されているほとんどのコードスメルに対しては不⼗分であると考えられる

ほとんどのバッチが⼀つのコミットである
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バッチ特性の定量的分析 結果
RQ1:バッチ特性ごとの出現の割合は？

機能の拡張やバグの修正のためのバッチがNot Smellyにあたるので妥当である

コードスメルは複数のメソッドに影響を与えていることが多いので、
Scopeは期待通りの結果となっている

Varietyは複数のタイプを組み合わせた⽅がリファクタリングの結果がよく
なるという先⾏研究があるので少し予想から外れている
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バッチ特性がコードスメルに
与える影響の定量的分析
RQ2:バッチはどのようにコードスメルに影響している？

Positive   : バッチがコードスメルを減らしている
Negative  :  バッチがコードスメルを増やしている
Neutral   ： バッチの前と後で変わらない

コードスメルに関するバッチのうち約半数はコードスメルを
増やしてしまっていると判明
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バッチ特性がコードスメルに
与える影響の定量的分析

RQ2:バッチはどのようにコードスメルに影響している？

単⼀のリファクタリングでは33%がコードスメルを増やしてしまっているという
先⾏研究があるが、バッチでは51%もある。

バッチリファクタリングを⾏う際のガイドラインを作成
する必要があるのではないか。
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コード変換の組み合わせに着
⽬したバッチの影響
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コード変換を性質ごとにグループした表



コード変換の組み合わせに着
⽬したバッチの影響

Negative Positive      Neutral      *は数が少なすぎるのであてにならないもの

やはり全体的に良い影響が出ていない
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まとめ
現在のリファクタリングツールは⼀つのコード
変換をサポートするもの

(1)コード構造の改善に向けて２つ以上のコード
変換が相互にどのように関連するかについて議
論が必要
(2)同じリファクタリングを⽬的とした複数の
コード変換の組み合わせをサポートするツール
が必要
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まとめ

•ソフトウェアアーキテクチャに着⽬したバッチ
の影響を調査することがこの研究の展望に挙げ
られる
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